








   

石井 志保子  

大学院数理科学研究科 教授 

 ４月に東工大から赴任いたしました。こちらでは何もかも目新しく、一つ一つ珍しいことを楽しんでいます。

最初は踏切をわたって数理棟へ来ていたのですが、「数理の小径」を教えてもらってからは毎日、よく手入れさ

れた美しいバラ園を眺め感動しながら通っています。文系の学生さん向けの数学の講義をするというのも、初め

ての経験です。授業で定理の証明をすると「こんなのは試験に出るのか」という質問が出るのは、工学部と同じ

で、いまのとところ特に文系ならでは、の反応は見られません。１次方程式の解法を扱っている時に、固有値の

質問をしにくる学生がいたことは嬉しい発見でした。数理の会議での「しきたり」や、会議の名前、部屋の使い

方（メールボックスのある部屋が主任室！）も珍しいことです。 

 前任地の東工大には２０年以上勤め、色々なことを経験させていただきました。数学に関しては、まず、学生

時代から引き続いて興味を持っていたのがモジュライ理論でした。その後、モジュライ空間の存在の邪魔をする

特異点に興味を移し、特異点の分類理論や変形理論を考え、双有理幾何学に登場する特異点も考えました。その

後 Denef や Mustata の仕事に触発されて特異点を持つ多様体上の弧空間を考えるようになりました。Nash 問題

に挑戦したのもこの流れでした。いくつかテーマを変えてきましたが、思えばテーマを変えることをジャンプ台

にしていたような気がします。今回新しい任地に変わったのでさらに大きなジャンプができたら、と思っていま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

金井 雅彦 

大学院数理科学研究科 教授 

新任教員の金井雅彦です。よろしくお願い致します。以下、簡単な自己紹介です。 

 学生時代は、微分幾何、とくに Riemann 幾何を学んでいました。非コンパクト Riemann 多様体に関する研究

に携わるうちに、双曲多様体、あるいはより一般に負曲率 Riemann に興味を感じるようになりました。そこで

出会ったのが Mostow の強剛性定理です。ところで，Mostow の強剛性定理やその後登場した Margulis の超剛

性定理においては、Lie 群の離散部分群から有限次元 Lie 群への準同型が取り扱われます。ターゲットとして

有限次元 Lie 群の代わりに微分同相群という無限次元 Lie 群をとったときに発生するのが、群作用に対する剛

性問題です。無限次元性から派生する困難が、この問題の魅力でもあります。群作用に対する剛性問題やそれに

関連した問題に長年取り組んで来ました。 

 ところで、前任地は名古屋大学です。名古屋に移ったのはいまから十三年ほど前のこと、それ以前の勤め先は

慶應義塾大学でした。十数年ぶりに首都圏に舞い戻り、まさに浦島太郎の心境です。名古屋に一緒に移り住んだ

３人の家族は、子供達の学校などの事情から、今年度１年間は名古屋にとどまることになりました。ということ

は、私は、家族を伴い竜宮城を訪れ、家族はそこに放置したまま自分だけもとの住み処に戻って来てしまった浦

島太郎ということになるのでしょうか。家族達が東京に来るのを心待ちにしています。 
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下村 明洋 

大学院数理科学研究科 准教授 

4 月に本研究科に着任致しました。新しい環境なので、慣れない事や分からない事が沢山あり、多少緊張して

いる様で、また、少し戸惑いもあります。不慣れな事や至らない点が多く、御迷惑をお掛けするかもしれません

が、何卒宜しくお願い申し上げます。専門分野は、解析学（特に、偏微分方程式論）です。 

 

吉野 太郎 

大学院数理科学研究科 准教授 

推理小説家、綾辻行人氏の『眼球綺譚』を十年程振りに読み返している。提示される世界の異様さ、得体の知

れない恐怖に怯えながら読み進めていくうちに、しかし、それは異世界などでなく、我々の世界そのものだった

かもしれない…と、思わせる。そんな短編が数話詰まった一冊である。 

由伊という女性が各話に登場する。生い立ちも年齢も異なる彼女たちが同一人物のはずは無い。しかし、彼女

は一見無関係な個々の話を一つの世界観に繋ぎとめている存在でもある。 

ホラー小説でありながら、この本には推理小説家としての著者の手腕が存分に込められている。 

冒頭で大きな謎が提示されること。その謎が読者を異世界へ引き込む力となること。一つの謎の解明が新たな

謎を生むこと。巧妙に、あるいは時に大胆に張られた伏線の回収がされること。そんな推理小説のセオリーが、

ホラー自体の持つ魅力をより引き立てる。 

この異世界に浸ることは心地良い。早く読み進めたいと思いつつも、残りページが減ることに寂しさを覚えて

しまう。 

一学期間の授業とは、この一冊のようでありたい。そんな、まだ到底手の届かない私の夢を書いてみました 

 

鹿島 洋平 

大学院数理科学研究科 特任助教 

4 月より特任助教を務めさせて頂いております。目標は現象を記述するモデルを厳密に解析することおよび正

しく近似することが証明されている方法を用いて数値的に解析することです。分類すれば応用数理という分野に

興味を持っていると説明できるかと思いますが、やりたいと思っていることを率直に述べれば、はっきりとした

答えの出ない現実的な問題に数学を用いて確かな答えを与えたいということです。 

学生や研究員として国内外の大学を転々としてきました。日本の満員電車でつり革につかまって通学するとき

もヨーロッパの田舎の丘陵を自転車で越えて通学するときも背中のリュックサックには一冊の文庫本を入れて

いました。自分と共に頼りない旅を続けてきた宮沢賢治の詩集は何度も雤に濡れたために幾筋ものしみができ、

全体的にふやけたまま、今は 404 号室の机の上に乗っています。およそ 80 年前に世を去った詩人の言葉は今だ

新鮮です。自らの生徒達によせた一編の詩の中で賢治は、「科学はいまだに暗く」と嘆き、「冷く透明な解析によ

って」この無目的な衝動によって動く世界を「素晴しく美しい構成に変へよ」と呼びかけています。数学を研究

する上でこれ以上勇気付けてくれる言葉を自分は他に知りません。 

科学が暗いことや世界が無目的な混乱に満ちていることはどうやら今も同じようです。詩人が掲げた理想を追

求して実を結ぶ保証はもちろんないわけですが、理想を胸に挑戦する自由はいつもあると思います。そんな挑戦

を不器用ながらも精一杯続けていければ幸いです。 
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中村 信裕 

大学院数理科学研究科 特任助教 

4 月 16 日付で特任助教として着任いたしました。それ以前はこちらで COE や GCOE などの特任研究員をさせて

いただいておりました。さらにその前は京都大学大学院(中略)数理解析系というところに長いこと在籍しており、

さらにその前はこちらの修士院生、学部生でした。私が駒場に通いはじめたのはもう一昔二昔前のことですが、

その頃は、後年数学の研究に携わるとは全く想像していなかったと思います。人生わからないものです。そろそ

ろ逃れようがなくなってきました。数学の研究者というのは最後の職業の一つだと思います。 

4 次元多様体のトポロジーを研究しています。以前は専攻を問われると、「ゲージ理論を少々」と小声で答えて

いましたが、最近もう少し大きな声で「4次元トポロジー」と答えられるようになった気がします。滑らかな（微

分可能）なものを研究対象としてきたはずが、滑らかになれない位相多様体や滑らかになれない群作用など、微

分可能でないものの構成に心血を注ぐようになってきました。最近の私の研究の形として、ゲージ理論の方の手

法を少し refine できると4次元トポロジーの側で何か一つ非自明な例が構成できるという形が多くなってきま

した。これは「楽しい」ことでありますが、例を集めてくることより先に進むにはどうしたらよいのだろうとも

思います。 

最後に数学でない事について。若いころ多様体が「実在」するのか悩んだことがあります。実は比較的最近ま

で無限集合の「実在」について悩んでいました。ある本で、「存在とは、われわれが『存在証明』と呼ぶもので

証明したそのものにほかならない」という一文を目にしてようやく、「そりゃそうだ」ということになりました。

すると、Casson ハンドルがちゃんと 2ハンドルに見えてきました。 

 

   
 

菊池 芳菜子 

図書課数理科学図書係 事務補佐員 

6 月 1日から、数理図書室でお世話になっております、菊池と申します。 

前職は美術館で接客業と、他大学の図書館で夜間のカウンター業務をしておりました。 

色々と不慣れで至りませんが、精一杯頑張らせていただきます。 

 

福本 雅子  

学術支援職員 

4 月から石井志保子教授室を居室とさせて頂き, 勤務させて頂いております。 

まだまだ業務に慣れない日々で, 至らない点が多いかと存じますが,「安心して任せられる職員」に少しでも近

づけるように精進したい所存です。 

皆様, どうぞ宜しくお願い申し上げます。 
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清水 郁子  

図書課数理科学図書係 

こんにちは。清水郁子と申します。4 月から数理図書室のメンバーになりました。図書館で働こう！と思い立

ち、図書館員になって 1年半強。総合図書館を経て二ヵ所目の図書室です。普段はそうでもないですが、思い立

ったら一直線な性格。図書館員になる前は、振付家ピナ・バウシュの舞台に感動して、舞台照明の仕事をしてい

ました。図書室の仕事はまだまだ知らないことが多く、目下吸収中です。これからよろしくお願いします。 

 

福島 都紫子 

事務補佐員 

４月 1日より総務係に採用になり、旅費を担当しています。 

以前、秘書として書類を提出する側を経験しましたが、今度は受け取る側。 

一つひとつ確かめ、考え、判断に悩むことも多く、皆さんに助けられている毎日です。 早く慣れ、楽しく働け

たらと思います。どうぞよろしくお願いします。 

 

小山 アキ 

派遣職員  

７月より大学院数理科学研究科総務係で勤務させていただいております小山アキと申します。業務内容は GCOE

旅費などを担当しております。まだ不慣れなもので何かと皆様にご迷惑をおかけしてしまうかもしれませんが、

精一杯頑張りますので宜しくお願い致します。 

 

浦部 理恵子 

事務補佐員 

7 月から数理総務係で勤務しています浦部です。大学での仕事は初めてです。 

ご迷惑をおかけすることもあると思いますが、頑張りますのでよろしくお願いいたします。 

 

杉山 智子 

事務補佐員 

7 月 1 日付けで採用になりました、杉山智子です。出身は富山県で、昨年から横浜に住んでいます。302 号室

の計算機端末室で数理科学研究科のホームページ作成、マニュアル作成業務を行っています。ホームページにつ

いては自宅で簡単なものは作っていますが、業務として担当するのは初めてで、着任初日からわからないことば

かりですが、これを機にいろいろなことを習得し、コンピュータのスキルを磨きたいと思います。 

 

 

 

 

 

8 








